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一 

 



 

世
界
的
に
食
糧
は
、
人
口
増
加
、
異
常
気
象
に
伴
い
、
非
常
に
不
安
定
な
状
況
に
お
か
れ
て
お
り
、
必
要
最
小

限
の
食
糧
を
自
給
す
る
こ
と
は
、
極
め
て
重
大
な
こ
と
で
あ
る
。 

牛
乳
・
乳
製
品
の
需
要
に
つ
い
て
は
、
食
生
活
の
洋
風
化
、
高
度
化
に
伴
い
、
急
速
に
増
大
し
、
国
民
の
食
生

活
に
定
着
し
て
い
る
。 

こ
の
よ
う
な
情
勢
の
中
で
、
牛
乳
・
乳
製
品
の
自
給
を
図
る
こ
と
は
、
国
民
の
食
糧
を
確
保
す
る
こ
と
で
あ 

 

り
、
極
め
て
重
要
な
政
治
課
題
で
あ
る
。 

他
方
、
日
本
国
民
に
動
物
性
食
品
と
し
て
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
水
産
資
源
に
つ
い
て
は
、
漁
獲
制
限
等
に
伴

い
ま
す
ま
す
縮
小
の
傾
向
に
あ
る
。 

 
し
か
る
に
、
酪
農
の
実
態
は
、
酪
農
家
戸
数
の
減
少
と
共
に
、
乳
牛
頭
数
も
減
少
に
転
じ
、
生
乳
の
生
産
は
酪 

飲
用
向
け
乳
価
交
渉
の
促
進
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

三 

 



 

こ
れ
を
こ
の
ま
ま
放
置
し
て
お
れ
ば
、
酪
農
に
見
切
り
を
つ
け
、
酪
農
家
の
離
脱
が
続
出
し
、
我
が
国
酪
農
が

崩
壊
す
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。 

こ
の
た
め
、
既
に
、
二
月
に
要
求
乳
価
を
決
め
、
政
府
に
対
し
て
は
、
加
工
原
料
乳
保
証
価
格
の
引
上
げ
と
、

乳
業
者
に
対
し
て
は
、
飲
用
向
け
乳
価
の
引
上
げ
を
そ
れ
ぞ
れ
要
求
し
、
加
工
原
料
乳
保
証
価
格
に
つ
い
て
は
、

政
府
が
四
月
一
日
よ
り
、
一
四
・
七
％
の
引
上
げ
を
行
つ
て
い
る
。 

農
史
上
初
め
て
、
四
八
、
四
九
年
と
二
年
間
連
続
し
て
、
前
年
度
の
実
績
を
下
回
る
酪
農
危
機
に
陥
つ
て
い
る
。 

こ
の
よ
う
な
酪
農
危
機
を
打
開
す
る
た
め
、
指
定
生
乳
生
産
者
団
体
は
、
当
面
生
産
者
乳
価
の
引
上
げ
を
行 

 

い
、
低
落
傾
向
に
歯
止
め
を
か
け
た
い
と
し
て
い
る
。 

他
方
飲
用
向
け
乳
価
に
つ
い
て
は
、
取
引
当
事
者
の
交
渉
に
任
さ
れ
て
い
る
が
、
生
産
者
の
度
重
な
る
強
い
値

上
げ
要
求
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
乳
業
者
は
財
源
難
を
理
由
と
し
て
、
一
切
応
じ
て
い
な
い
の
が
実
態
で
あ
る
。 

よ
つ
て
、
政
府
は
、
以
上
の
ご
と
き
実
態
を
十
分
勘
案
し
、
現
在
紛
争
状
態
に
入
り
つ
つ
あ
る
飲
用
向
け
乳
価 

四 

 



 

四 

各
都
道
府
県
に
、
指
定
生
乳
生
産
者
団
体
が
設
立
さ
れ
て
か
ら
は
、
そ
の
連
合
体
で
あ
る
、
中
央
機
関
が
、

生
乳
取
引
上
の
指
導
を
行
い
、
さ
ら
に
、
各
乳
業
者
に
対
す
る
乳
価
交
渉
は
、
各
指
定
生
乳
生
産
者
団
体
よ
り

委
任
を
受
け
た
者
（
全
国
指
定
団
体
乳
価
対
策
委
員
会
）
が
行
つ
て
お
り
、
毎
回
交
渉
は
長
期
（
半
年
以
上
）
に
わ 

三 

飲
用
向
け
乳
価
交
渉
は
、
二
月
以
来
既
に
四
箇
月
を
経
過
し
よ
う
と
し
て
い
る
が
、
こ
の
ま
ま
放
置
す
れ
ば

紛
争
状
態
に
陥
り
、
生
乳
並
び
に
牛
乳
の
生
産
流
通
上
に
お
い
て
、
重
大
な
障
害
が
出
て
、
社
会
問
題
化
が
懸

念
さ
れ
る
が
、
政
府
は
こ
れ
を
こ
の
ま
ま
、
放
置
す
る
の
か
、
又
は
、
行
政
指
導
す
る
つ
も
り
か
、
ど
う
か
。 

交
渉
に
対
し
ど
の
よ
う
に
対
処
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
質
問
す
る
。 

一 

加
工
原
料
乳
保
証
価
格
を
、
四
月
一
日
よ
り
、
一
四
・
七
％
値
上
げ
さ
れ
て
い
る
が
、
値
上
げ
し
た
要
因
は

何
か
。 

二 

生
乳
の
円
滑
な
流
通
を
図
る
た
め
、
飲
用
向
け
乳
価
と
、
加
工
原
料
乳
保
証
価
格
と
の
適
正
な
価
格
バ
ラ
ン

ス
は
、
ど
の
程
度
に
考
え
て
い
る
か
。 

五 

 



 

 

六 

た
つ
て
難
航
し
て
い
る
の
が
実
態
で
あ
る
。 

こ
の
た
め
、
上
記
の
者
が
酪
農
振
興
法
第
二
四
条
に
よ
る
調
停
又
は
、
あ
つ
せ
ん
の
項
の
対
象
者
と
な
り
得

る
か
、
又
な
り
得
な
け
れ
ば
、
交
渉
の
実
態
に
合
わ
せ
て
、
改
正
す
る
意
志
が
あ
る
の
か
。 

五 

生
乳
は
、
毎
日
生
産
さ
れ
、
か
つ
腐
敗
し
や
す
く
、
長
期
保
存
が
困
難
な
性
質
を
も
つ
て
い
る
た
め
、
生
産

者
は
、
取
引
上
極
め
て
、
不
利
な
立
場
に
お
か
れ
て
い
る
。
特
に
、
自
由
取
引
と
な
つ
て
い
る
飲
用
向
け
原
料

乳
に
対
し
、
こ
の
取
引
上
の
不
利
を
取
除
く
た
め
、
い
か
な
る
措
置
を
考
え
て
い
る
か
。 

右
質
問
す
る
。 


